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求めて学ぶ 考えて行う 自ら鍛える ６月３０日（火）

『油断大敵』

校長 飯野 博史

明日から７月、１年生と１，２年Ｅ組の生徒が「八ヶ岳自然宿泊体験教室」に出発しま

す。現地の様子をホームページにアップします。ぜひご覧ください。

あと３週間で夏休みとなります。中間考査も終わり、何となく気が緩みがちになる時期

です。そこで以下のとおり、朝礼で「油断大敵」という言葉を取り上げ、気を引き締めて

夏休みを迎えようという話をしました。

「油断」とは気を許して注意を怠ること、と辞書に出ています。自動車の運転免許を取

り立ての頃は緊張して運転していますので、スピードもあまり出さず、事故を起こすこと

はほとんどありません。少し慣れてくると自信もつき、今まで無事故だったのだからこれ

からも大丈夫だろうと思ってスピードを出し、思わぬ事故を起こすことが大変多いと言わ

れます。また、車で遠出をしたときに、自宅の近くまで帰って来たときに事故を起こす例

も多いそうです。油断をしたということです。

この「油断」という言葉、「油」という字と「断つ」という字ですが、どうして「油断」

が「気を許す」という意味になったのでしょう。調べてみるといろいろな説があるようで

すが、その一つにインドの仏教経典（お経）の中にあるという説があります。昔、ある乱

暴な王様が家来を人の多い通りに連れて行き、油のいっぱい入った鉢を持たせて、「そのま

まで歩け。もし油を一滴でもこぼしたら命をとる」と命令したそうです。家来は命をとら

れてはかなわないと、周囲に目もくれず、必死に心を落ち着かせて油鉢を持ち歩き、無事

に油を運び終えることができたということです。気を緩めなかったことが幸いにつながっ

たのです。この「油をこぼせば命を断つ」という話から「油断」という言葉ができ、「一瞬

の気の緩み」という意味で使われるようになったということです。

学級や友だちにも慣れてきてついつい気が緩んでしまった、ということはないでしょう

か。夏休みに入る前に、年度当初に立てた目標をもう一度思い返してみましょう。そして、

４月からの反省をしっかりとして、夏休みの計画を立てましょう。

「油断大敵」、「油をこぼしたら命をとられる」そのぐらいの緊張感をもって、一つ一つ

のことにしっかりと取り組み、夏休みを迎えてほしいと思います。

（私のこの講話「油断大敵」が教育雑誌「月刊プリンシパル」５月号に掲載されました）

◎７月の主な行事予定

しらさぎ

１日（水）～４日（土）

八ヶ岳自然宿泊体験教室

２日（木） ２年生都学力調査

５日（月） 自然宿泊体験教室振替休業日

７日（火） 避難訓練

10日（金） 保護者会、引き取り訓練

13日（月） 学年朝礼、学校公開週間

15日（水） 戦争体験を聴く会 1:30

職員会議

17日（金） 美化デー

18日（土） 学校説明会

20日（月） 海の日、夏季休業日始

21日（火） サマースクール、三者面談始

水泳教室始



◎生徒の活躍

・バドミントン部 第53回目黒区体育祭春季バドミントン大会 5/24

第1位 、第3位

◎戦争体験を聴く会 ７月１５日（水）１時３０分 体育館

今年は「戦後７０年」にあたります。今年に入ってから、新聞やテレビでも戦争につ

いての特集が組まれ、改めて戦争の悲惨さ、残酷さについて考えさせられます。戦争を

体験した人たちも高齢となり、７０年前の戦争が忘れ去られようとしています。「戦争

を風化させてはならない」という思いから、「戦争体験を聴く会」を企画しました。

お話しくださるのは、地域にお住まいの松本英子さんで、７歳の時に東京大空襲を体

験されました。松本さんは数年前から、次の世代に「戦争を語り継ぐ」活動を児童館な

どで続けてこられました。この度、八中の生徒たちにもぜひ戦争の体験をお話ししてほ

しいとお願いしたところ、快く引き受けてくださいました。松本さんは八中の卒業生で

もあります。先日、松本さんから、お手紙をいただきました。松本さんの許可を得て、

一部紹介します。

この会のご案内は改めて配布いたしません。本「学校だより」をもってご案内とさ

せていただきます。当日は学校公開週間中です。保護者の方、地域の方もぜひお出で

ください。

過日、校長先生より「戦争体験」とのお話を頂戴いたしまして、身の引き締まる

思いで御座居ました、と同時に感動で一杯でした。この様な場を与えてくださいま

したことに心からお礼と感謝を申し上げます。

終戦から25年経った昭和45年、「戦争を知らない子供たち」という歌が流行しま

した。すでに70年経ちますと、太平洋戦争を体験した世代は大変少なくなりました。

昭和20年3月9日～10日、あの浅草下町一帯が一夜にして焼け野原となり、約11万人

の方々が亡くなりました。あの浅草三筋町で家族そっくり八人が生き残ったのは私

の家だけでした。当時、私は七歳でした。『生きていた目的、生き残った使命、生

き残った誇り』を思うとき、太平洋戦争とは、戦艦大和、神風特攻、いつも無責任

な行動は、と考えさせられます。皆々様に平和の大切さを、耳、眼、心でお伝えい

たしますことを私の使命と思い語らせていただきますので、よろしくお願い申し上

げます。

◎小・中連携「小学生授業・部活動体験」 6/25 《国語の授業の様子》

大岡山小学校６年生68名を八中に招き、八中の授

業と部活動を体験してもらいました。

授業は、国語、数学、英語、理科の４教科６コー

スから一つを選択して受けてもらいました。

「楽しかった」「中学校への不安がなくなった」

などの感想がありました。

授業の後は、希望する部活動を体験しました。部

活動は八中生徒が指導しました。部活動について関

心が高かったようで、一生懸命練習していました。


